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神奈川県の災害を知り、地域の課題を知り、
平時から顔の見える関係をつくる2日間

2020.4.17金18土
【主催】広域連携かながわ図上訓練実行委員会

【会場】関東学院大学横浜0金沢八景キヤンパス(横浜市金沢区六浦東1-50-1)

【日時】4月 17日 11100～ 19:00(10:30受イ寸開始)4月 18日 10:00～
16:00(9:30受イ寸開始)受イ寸場所:Foresight21・号館10階
【対象】学校、企業、社会福祉協議会、行政、組合、災害支援関連団体等に所属し

ている方、学生、災害支援活動に興味のある方(個人も可)  Phttp:′′wttk.。 r9
●

【募集人数】一般、学生(計150名 )、 オブザーバ(50名 )

※2日間の参加を原則とします。学生は土曜日のみの参加も可

【参加費】2,000円 (当日支払い、学生無料、交流会費含む)
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かながわ県民サポー トセンターボランタリーサポー ト課協力事業

後援 :神奈川新聞社 協力 :神奈川県共同募金会
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その他講 演テーマ

【1日目】
4月 17日
(金 )

神奈川県の災害を
知り自分の地域の
弱さを知る

連携の大切さ
発想力を高め
受援力を考える

連携の大切さ
規矩大義
(関東学院大学学長)

被災地で求められる
「連携・調整」の機能とは
(講演者調整中)

事例から学ぶ
台風19号被害での課題とは
(講演者調整中)

●地域での被害を知る
ワークショップ
●平時から顔の見える
関係をつ<る交流会

企業・学校0諸団体 0‐

行政。社会福祉協議会
防災関係諸団体などが

参加します。
など

○神奈川学生連携
第1回連携会議開催
(多くの学生が参加)
●模擬連携会議

京浜急行。シーサイドライン「金沢八景」駅
下車徒歩15分

バ ス

京浜急行・シーサイドライン「金沢八景」駅
下車 京浜急行バス(関東学院循環)で「関
東学院正門」下車
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協力事業

後援

協力

募集中
調整中
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【2日目】
4月 18日
(土 )
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